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① 永遠の命の言葉 

皆さんの中で、今日の朝ごはんにパンを食べた人はいますか？ 聖書にはイエス様が「わたしは

命のパンです」と言ったことが書かれています。ちょっと不思議な言葉ですね。イエス様は私たち

の身の回りにあるものを通して、わかりやすく神様の国はどういうものかを伝えようとしました。

イエス様が「わたしは命のパンです」と言われたのは、食べ物のパンではなくて、神様の言葉のこ

とです。誰でも、神様の言葉を聞いて、大切にすれば、永遠に生きるということです。食べ物のパ

ンが私たちの体を作るように、イエス様が下さる命のパンは私たちの心を成長させてくれるもので

す。イエス様は、そんな命のパンを食べる人と、いつも一緒にいるよと約束して下さいました。命

のパンは、私たちの目には見えませんが、普通のパンみたいに食べて消えることはありません。ず

っと私たちの心の中に生き続ける神様の言葉です。その言葉を味わうことでイエス様ともっとつな

がることができるのです。でも、このたとえを理解できずに、離れてしまった人が沢山いました。 

② 「あなたがたも離れて行きたいか」(67 節) 

イエス様はこの言葉を、いちばん傍にいる 12 人の弟子たちに言います。それは、イエス様の 

言葉を心から＜信じるのか、それとも信じないのか＞ということを私たちにも問いかけています。

目には見えないけれど消えずにずっとあるのがイエス様の言葉です。それが永遠の命の言葉なので

す。目に見えないものは信じられないと思えばイエス様から離れることになります。「わたしがあな

たがたに話した言葉は霊であり、命である」(63 節)。イエス様は、私たちを無理矢理、引っ張って

「さあ、来い！ 私から離れるな！」と私たちを何が何でも、イエス様に従わせようとはなさいま

せん。「信じますか？ 信じませんか？ どちらを選びますか？」と弟子たちに、そして私たちに聞

いておられます。弟子たちにこう言った時、イエス様はとても悲しかったんじゃないでしょうか。

もし、お友だちがみんな離れてしまったら私たちも悲しくてさびしい気持ちになると思います。弟

子たちを代表して、ペトロは答えました、「私たちはどこへも行きません。イエス様を信じます」と。 

③ どこへも行きません                    

ペトロが言っているこの言葉が今朝のメッセージです。「主よ、わたしたちはだれのところへ行き

ましょうか」(68 節)。そこから逃げなければ（立ち帰るのではない）、新たなる主体性を喚起され

るような、関係的存在であり得る場を、このテキストは示しています。「だれのところへ行きましょ

うか」とは逆に言えば、今いる場、主と共にいる場から逃げないということであり、同時にその大

切さが身にしみているということです。ペトロの答えのキリスト論的概念（様々な伝承やヨハネ的

概念）による告白文部分よりも、前半が活きています。そして、このような場でイエス様の問いに

呼び覚まされることへの信頼をもつ時、「弟子たち」とか「私たち」という共同性の問題を、「おだ

んご」的人間の集団、即ち、「弟子たちの多く」(66 節)という複数形で表された人間の「おだんご」 

的人間の集団（地縁・血縁関係、上下関係・権威関係など）に組み込まれることをも恐れずに、処

していく可能性を許されているのではないでしょうか。「弟子たち」は「信か、不信か」へ分けられ

てしまうのではなく、両方を含んだままで、将来に向かって招かれている者たちなのだ……という

はじめの言葉を繰り返し、「弟子たち」という言葉の重みを自分に引き寄せて味わえたらいいですね。 


